
無料プリント

国語「古文」　第1章．未然形接続の助動詞③

1 じ 【解答】　 (1)、 (2)は左の活用表を参照。

　　 (3)　まさかないだろう ＜古文＞ いくさに負くることはよもあらじ
＜現代文＞ 戦いに負けることはまさかないだろう

【主な意味と用法】　

　　　・   打消推量 この雨は降らじ
 「～しないだろう」 （この雨は降らないだろう）

　　　・   打消意志 さらば御供には率て行かじ
 「～しないつもりだ」 （それならばお供には連れて行かないつもりだ）

2 まし 【解答】　 (4)、 (5)は左の活用表を参照。

　　 (6)　のどかだっただろうに ＜古文＞ 春の心はのどけからまし
＜現代文＞ 春の人の心はのどかだっただろうに

【主な意味と用法】　

　　　・   反実仮想 我は害せられなまし
 「～ただろうに」 （私は殺されていただろうに）

　　　・   希望 ほかの散りなむ後ぞ咲かまし
 「～したらよいのに」 （他の桜が散ってしまった後に咲いたらよいのに）

　　　・   ためらいの意志 いかにせましとただよい侍りき
 「～しようかな」 （どうしようかなと迷っておりました）

【 アプリ版のご紹介 】 古文・漢文 【 オマケの一題 】

　中学社会　地理・歴史・公民

　北条泰時が作った、武士のための法律を何と呼ぶ？
　(A) 万葉集　(B) 御成敗式目　(C) 武家諸法度　(D) 墾田永年私財法

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答と解説

古文・漢文を学習中の中学生、高校生必見！定期試験とセンター試験に頻出
の「古文単語」「古典文法」「漢文」を、完全に無料で学べるアプリが登場！！
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